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✓ 今月のトピックス（ポリファーマシーについて）

✓ 医薬品・医療機器等 安全性情報 No.424（2025,11月発行）抜粋

✓ Drug Safety Update No.340（2025,11月発行）抜粋
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【ポリファーマシーの連携 〜処方の先祖返りを防げるか？〜 】
現在、2026年度の診療報酬改定における議論が中央社会保険医療協議会（中医協）で進んでいます。
その中で「処方の先祖返り」という面白い記事を見つけました。皆さんもよく耳にする「ポリファーマ
シー」という言葉が関与しますので、今
回はそれを含めた紹介ということで。

＊薬読HP 2025/11/21記事より（https://yakuyomi.jp/industry_news/20251121a/）

＊厚生労働省HP ポリファーマシーに対する啓発資材の活用について より

ポリファーマシーとは、「Poly＋
Pharmacy」で多くの薬という意味。単に
薬の数が多いというだけでなく、多剤に
よる様々なリスク（相互作用や飲み間違
い、重複処方など）から、患者の健康に
不利益が生じる状態を指します。複数の
医療機関からの処方薬、処方カスケード、
漫然な長期投与など、高齢者は特にこの
多剤服用が多く見受けられますが、私た
ちも入院時に持参薬の鑑別を行う際に、
「流石にこれは服用しなくても…」と
いった事例が正直多い。その際は、必要

な薬剤だけに整理するため主治医へ相談するのですが、例え
ばここで入院時に「８剤から５剤」へ減薬できたとしましょ
う。その患者はいずれ退院しますが、またかかりつけ医の元
で定期内服をもらうことになります。そこで「ポリファーマ
シー対策（減薬）」を行った情報が適切に行き渡り、継続で
きれば何ら問題はありませんが、ふと気づいた時にはまた元
の「８剤」に戻っている。多剤投薬の薬剤調整後に連携不足
によって中止薬剤が再開する、いわゆる「処方の先祖返り」
に遭遇した経験のある施設は55%にも上ると言われており、い
まだに後を立たないのが現状なんです。
勿論当院ではこの様な事例がない様に、退院時に薬情書やお
薬手帳用のシール等を添付し対策を行なっていますが、今回
こうした状況を踏まえて、入退院時のみならず、転院・転所
時における病院薬剤師による施設間の薬剤情報連携について、
ポリファーマシー対策の充実につながるとして、診療報酬上
の評価を行うことを多くの委員が支持賛同しているそうです。
既に次期診療報酬改定（2026年度）の基本方針（いわゆる
骨子案）は発表されており、その中には既に「ポリファーマ
シー」という言葉が含まれています。さて、次期診療報酬改
定ではこの「処方の先祖返り」を防げる様な動きが出てくる
か？動向を気にしておきたいと思います。



医薬品副作用被害救済制度の概要と
制度への協力のお願いについて

＊資料内容がかなり多いので今回は省略します、詳細は下記URLでご確認下さい。
https://www.pmda.go.jp/files/000277939.pdf

・医薬品副作用被害救済制度について
・副作用救済給付の対象となる健康被害とは
・本救済制度に関する認知度
・本救済制度における支給・不支給決定の状況について
・救済給付が認められた/認められなかった事例について
・本救済制度等に関する情報の入手先
・医薬品副作用被害救済制度によるヒトパピローマウイルスワクチンに関する救済の取組みについて

在宅酸素療法中の火災事故について

https://www.pmda.go.jp/files/000277939.pdf






妊娠中の解熱鎮痛薬の服用に関する
情報提供について



当院採用薬品（院内）の使用上の必要な注意（重要抜粋）が改定されました。

➢ アミティーザカプセル（ルビプロストン）
➢ エストラーナテープ（エストラジオール（外用剤））
➢ プロギノン・デポー（エストラジオール吉草酸エステル）
➢ エストリール（エストリオール（経口剤））
➢ イムデトラ（）
➢ シングリックス（）
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